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８／１５平成１６年

（７９減）７７,５６９人　口
（４４減）３８,８７８　　男
（３５減）３８,６９１　　女
（１９減）３７,４４６世帯数

８月１日現在　推計（前月比）

　

狛
江
市
民
ま
つ
り
を　

月　

日
�

１１

１４

（
一
部　

日
�
正
午
か
ら
）
市
役
所

１３

前
市
民
ひ
ろ
ば
、
中
央
公
民
館
、
第

一
小
学
校
、
市
民
グ
ラ
ン
ド
の
会
場

で
行
い
ま
す
。

■
募
集

▽
ス
テ
ー
ジ
出
演
者　

技
芸
、
演
芸

な
ど
を
ス
テ
ー
ジ
で
披
露
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
プ
ロ
、
ア
マ
は
問
い
ま
せ

ん
。

▽
パ
レ
ー
ド
へ
の
参
加
団
体　

今
年

も
「
民
謡
流
し
踊
り
」
を
行
い
ま
す
。

個
人
の
方
も
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
文
化
祭
関
係　

団
体
活
動
の
展
示
、

バ
ザ
ー
を
行
い
た
い
団
体
（
バ
ザ
ー

は
運
営
協
力
金
を
負
担
）

〔
資
格
〕
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤

の
小
学
生
以
上
の
個
人
ま
た
は
団
体
。

応
募
者
多
数
の
場
合
は
企
画
委
員
会

で
決
定
し
ま
す
。

〔
申
し
込
み
〕
い
ず
れ
も
８
月　

日
２５

�
ま
で
の
平
日
午
前
８
時　

分
か
ら

３０

午
後
５
時
ま
で
に
市
民
ま
つ
り
事
務

局
（
市
民
協
働
課
） へ
。

■
出
店

〔
資
格
〕
団
体
（
活
動
拠
点
が
市
内

で
実
績
の
あ
る
団
体
）
と
一
般
（
市

内
在
住
）

〔
条
件
〕
場
所
は
、
第
一
小
学
校
校

庭
・
市
役
所
ス
ロ
ー
プ
・
市
役
所
駐

車
場
（
火
気
使
用
禁
止
）
の
予
定
。

出
店
枠
は
団
体
優
先
。
１
区
画
２
・

７
�
×
３
・
６
�
。
１
区
画
に
つ
き

１
店
舗
の
み
の
出
店
。
販
売
な
ど
で

使
用
す
る
容
器
類
は
、
す
べ
て
紙
ま

た
は
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
。
ゴ
ミ
は
必

ず
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

〔
運
営
協
力
金
〕
１
店
舗
５
�
０
０

０
円
。
出
店
場
所
の
抽
選
日
以
降
の

返
金
は
し
ま
せ
ん
。

〔
備
品
の
あ
っ
旋
〕
テ
ン
ト
１
張

７
�
０
０
０
円
、
テ
ー
ブ
ル
１
机

２
�
０
０
０
円
、
い
す
１
脚
５
０
０

円
。
電
気
の
配
線
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〔
申
し
込
み
〕
往
復
は
が
き
で
〒
２

０
１
―
８
５
８
５
狛
江
市
役
所
内
市

民
ま
つ
り
事
務
局
へ
。
８
月　

日
�

２５

必
着
。
団
体
は
１
枚
、
個
人
は
一
世

帯
１
枚
限
り
。
記
入
漏
れ
、
虚
偽
の

記
載
等
は
無
効
。

〔
記
入
要
領
〕
往
信
用
の
裏
面
に
�

責
任
者
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号

（
携
帯
電
話
番
号
も
可
）
�
出
店
内

容
・
火
気
使
用
の
有
無
・
希
望
場
所

（
前
記
３
会
場
の
中
か
ら
希
望
順

に
）
�
団
体
の
場
合
は
団
体
登
録
番

号
と
主
な
活
動
実
績

〔
抽
選
〕
９
月
１
日
�
午
後
３
時
か

ら
５
０
１
会
議
室
。
結
果
は
返
信
用

は
が
き
で
通
知
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
ま
つ
り
事
務

局
（
市
民
協
働
課
）
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▽
体
験
訓
練
（
応
急
救
護
訓
練
、
救

出
訓
練
、
消
火
訓
練
、
仮
設
ト
イ
レ

組
立
訓
練
）

▽
救
助
救
急
活
動
訓
練
、
医
師
会
に

よ
る
医
療
救
護
訓
練

▽
管
工
事
組
合
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
東
京
電

力
、
東
京
ガ
ス
に
よ
る
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
応
急
復
旧
訓
練

▽
赤
十
字
奉
仕
団
に
よ
る
炊
き
出
し

訓
練

▽
消
防
署
・
消
防
団
・
地
区
消
防
隊

に
よ
る
消
火
活
動
訓
練

※
訓
練
時
間
は
午
前
９
時
か
ら　

時
１１

　

分
ご
ろ
ま
で

３０
　

市
民
グ
ラ
ン
ド
か
ら
遠
方
の
地
域

の
方
に
は
、
自
主
的
な
訓
練
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
地
震
発
生
時
の
火
の
始
末
訓
練

▽
訓
練
会
場
へ
の
避
難
訓
練

▽
応
急
救
護
訓
練

※
訓
練
時
間
は
午
前
９
時
か
ら　

時
１０

　

分
ご
ろ
ま
で

３０
　

臨
機
応
変
な
行
動
力
を
養
う
た
め
、

実
際
の
街
中
で
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

▽
避
難
訓
練

▽
初
期
消
火
訓
練

▽
救
助
訓
練

▽
担
架
搬
送
訓
練

※
訓
練
時
間
は
午
前
９
時
か
ら　

時
１０

　

分
ご
ろ
ま
で

３０

　

８
月　

日
�
午
前
９
時
、
狛
江
直

２９

下
型
地
震
発
災
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

７
・
２
程
度
、
震
度
６
超
え
、
市
内

５
カ
所
火
災
発
生
、
建
物
の
倒
壊
１

６
２
棟
、
電
話
、
電
気
、
水
道
、
ガ

ス
機
能
停
止

▽
地
区
訓
練
（
各
地
区
か
ら
市
民
グ

ラ
ン
ド
へ
の
避
難
訓
練
）

▽
災
害
対
策
本
部
設
置
、
避
難
路
確

保
、
医
療
救
護
所
開
設
訓
練

▽
市
内
お
よ
び
公
共
施
設
の
被
害
状

況
調
査
等
の
初
動
訓
練
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■
訓
練
想
定

■
総
合
防
災
訓
練（
市
民
グ
ラ
ン
ド
）

■
地
域
自
主
訓
練
（
第
二
中
学
校
・

第
三
中
学
校
）

■
街
頭
訓
練
（
都
営
狛
江
ア
パ
ー
ト

＜

和
泉
本
町
４
丁
目＞

）

� ��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

民謡流し踊り民謡流し踊り

■
募
金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す

〔
場
所
〕
福
祉
総
合
相
談
窓
口
・
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

■
郵
便
振
替
口
座
も
利
用
で
き
ま
す

▽
新
潟
県
梅
雨
前
線
豪
雨
被
害
義
援
金
〔
受
付
期
間
〕　

月　

日
�
ま

１０

１３

で
〔
口
座
番
号
〕
０
０
６
５
０
―
６
―
１
０
５
０
〔
口
座
名
義
〕
日
本

赤
十
字
社
新
潟
支
部

※
振
込
用
紙
の
通
信
欄
に
「
新
潟
梅
雨
前
線
豪
雨
被
害
」
と
明
記
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
福
井
豪
雨
災
害
義
援
金
〔
受
付
期
間
〕
８
月　

日
�
ま
で
〔
口
座
番

３１

号
〕
０
０
７
７
０
―
６
―
２
０
０
０
〔
口
座
名
義
〕
日
本
赤
十
字
社
福

井
県
支
部

※
振
込
用
紙
の
通
信
欄
に
「
福
井
豪
雨
災
害
義
援
金
」
と
明
記
し
て
く

だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
高
齢
福
祉
課
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〜
一
人
で
も
多
く
の
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
〜



▽
日
曜
窓
口

〔
日
時
〕
８
月　

日
�
午
前
８
時　

２９

３０

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

▽
夜
間
窓
口

〔
日
時
〕
８
月　

日
�
・　

日
�
午

１９

２６

後
５
時
か
ら
８
時
ま
で

〔
場
所
〕
２
階
収
納
課

　

な
お
、
平
成　

年
度
市
民
税
・
都

１６

民
税
（
第
２
期
分
）、
国
民
健
康
保
険

税
（
第
２
期
分
）、
介
護
保
険
料
（
第

２
期
分
）
は
、
８
月　

日
�
ま
で
に

３１

納
め
て
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
収
納
課

　

第
２
次
基
本
構
想
に
基
づ
く
、
新

た
な
基
本
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

そ
の
最
終
調
整
組
織
で
あ
る
「
狛

江
市
基
本
計
画
策
定
委
員
会
」
か
ら

「
狛
江
市
第
４
次
基
本
計
画
中
間
報

告
」
が
８
月
５
日
に
市
長
に
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
中
間
報
告
を
も
と
に
、
よ
り

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
内
容
を
伝

え
、
新
た
な
意
見
を
い
た
だ
く
た
め

に
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

〔
日
時
〕
８
月　

日
�
午
後
７
時
か

２７

ら〔
会
場
〕
４
階
特
別
会
議
室

〔
内
容
〕
委
員
長
や
市
民
会
議
の
各

分
科
会
長
を
招
い
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

〔
問
い
合
わ
せ
〕
企
画
調
整
課

　

平
成　

年
は
、
国
勢
調
査
の
実
施

１７

年
で
す
。
こ
の
た
め
、
本
年　

月
１

１０

日
現
在
で
国
勢
調
査
調
査
区
を
設
定

し
ま
す
。

　

調
査
区
の
設
定
は
、
国
勢
調
査
員

の
担
当
区
域
を
明
確
に
し
て
、
調
査

の
重
複
・
脱
漏
を
防
ぎ
、
調
査
を
正

確
か
つ
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
に
行

う
重
要
な
事
務
で
す
。

　

８
月
下
旬
か
ら
９
月
上
旬
に
か
け

て
調
査
員
が
調
査
区
確
認
の
た
め
巡

回
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
総
務
防
災
課

　

７
月
に
成
立
し
た
次
世
代
育
成
支

援
対
策
推
進
法
に
伴
い
、
来
年
度
か

ら
５
カ
年
の
次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
を
現
在
策
定
中
で
す
。

　

少
子
化
時
代
を
迎
え
て
、
未
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
ど
ん
な

支
援
を
し
て
い
く
べ
き
か
な
ど
を
話

し
合
う
た
め
、
講
師
を
招
い
て
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

〔
日
時
〕
８
月　

日
�
午
前　

時
か

２８

１０

ら
（
９
時　

分
開
場
）　

３０

〔
会
場
〕
４
階
特
別
会
議
室

〔
内
容
〕
講
演
「
次
世
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
」・
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

〔
定
員
〕
先
着　

人
７０

〔
問
い
合
わ
せ
〕
児
童
福
祉
課

〔
応
募
資
格
〕
市
内
在
住
・
在
学
・

在
勤
の　

歳
以
上（　

月
１
日
現
在
）

１８

１０

の
方

〔
募
集
人
員
〕
５
人

〔
任
期
〕　

月
か
ら
２
年

１０

〔
会
議
〕
原
則
平
日
夜
間

〔
応
募
方
法
〕
８
月　

日
�
ま
で
に

３０

書
面
に
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・

性
別
・
職
業
・
電
話
番
号
・
市
の
各

審
議
会
等
に
属
す
る
者
は
そ
の
名
称

お
よ
び
作
文
「
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
の
考
え
方
」
を
８
０
０
字
程
度
に

ま
と
め
持
参
ま
た
は
郵
送
。
な
お
、

電
子
メ
ー
ル
（keikikakukkr01

@
city.kom

ae.lg.jp

）
で
も
受
け

付
け
ま
す
。

〔
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
〕
〒
２
０

１－

８
５
８
５
狛
江
市
役
所
計
画

課
へ
。

　

狛
江
市
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
基
づ

き
、
一
定
の
ま
と
ま
り
を
も
っ
た
地

区
を
設
定
し
、
グ
ル
ー
プ
で
建
築
や

開
発
等
に
お
け
る
ル
ー
ル
を
提
案
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ル
ー
ル
を
検
討
す
る
た
め
の
グ

ル
ー
プ（
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
）

や
、
そ
の
協
議
会
を
設
立
す
る
た
め

の
準
備
会
に
対
す
る
支
援
の
制
度
も

あ
り
ま
す
。

〔
申
込
資
格
〕
計
画
を
提
案
し
よ
う

と
す
る
地
区
内
の
居
住
者
、
土
地
所

有
者
、
借
地
人
ま
た
は
借
家
人

〔
問
い
合
わ
せ
〕
計
画
課

〔
日
時
〕
８
月　

日
�
午
後
６
時　

２６

３０

分
か
ら

〔
会
場
〕
狛
江
市
役
所
小
田
急
線
高

架
下
分
室
１
０
３
・
１
０
４
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
児
童
福
祉
課

〔
日
時
〕
８
月　

日
�
午
後
１
時　

２８

３０

分
か
ら

〔
会
場
〕
４
階
特
別
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
児
童
福
祉
課

〔
日
時
〕
９
月
４
日
�
午
後
２
時
か

ら〔
会
場
〕
４
階
特
別
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
児
童
福
祉
課

〔
日
時
〕
９
月
１
日
�
午
前　

時
か

１０

ら〔
会
場
〕
３
階
市
議
会
第
２
委
員
会

室〔
案
件
〕
調
布
都
市
計
画
生
産
緑
地

地
区
の
変
更
に
つ
い
て
ほ
か

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
往
復

は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

お
よ
び
「
都
市
計
画
審
議
会
傍
聴
希

望
」
と
記
入
の
う
え
、
８
月　

日
�

２３

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
〒
２
０
１
―

８
５
８
５
狛
江
市
役
所
計
画
課
へ

（
申
込
多
数
抽
選
）。

〔
日
時
〕
８
月　

日
�
・
９
月
２
日

１９

�
午
前　

時
か
ら

１０

〔
会
場
〕
３
階
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局

※
傍
聴
は
先
着
３
人
ま
で

〔
問
い
合
わ
せ
〕
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局

市
税
・
介
護
保
険
料
の
納
付

お
よ
び
相
談
窓
口

�
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
策
定

委
員
会
お
よ
び
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
市

民
協
議
会
合
同
会
議

�
第
４
回
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計

画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
市
民
協
議
会

�
第
３
回
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計

画
策
定
委
員
会

　

市
民
の
方
が
葬
儀
を
行
う
場
合
に
、

標
準
的
な
葬
儀
を
廉
価
で
行
い
、
家

族
の
負
担
を
軽
く
す
る
制
度
と
し
て

市
民
葬
儀
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

〔
利
用
で
き
る
方
〕
市
民
で
、
市
内

で
葬
儀
を
執
り
行
う
方

〔
手
続
方
法
〕
葬
儀
実
施
日
・
取
扱

業
者
を
決
定
し
、
狛
江
市
市
民
葬
儀

券
交
付
申
請
書
に
記
入
の
う
え
、「
葬

儀
券
」
を
受
け
取
り
、
市
民
葬
儀
取

扱
業
者
に
渡
し
て
申
し
込
み
ま
す
。

葬
儀
終
了
後
、
葬
儀
券
に
定
め
ら
れ

た
料
金
を
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

〔
手
続
場
所
〕
開
庁
時
は
産
業
生
活

課
、
閉
庁
時
は
１
階
宿
直
室

〔
料
金
〕
表
の
Ａ
・
Ｂ
区
分
（
祭
壇

の
仕
様
の
区
分
）
を
選
べ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
産
業
生
活
課

　

○障
 

受
給
者
証
が
９
月
１
日
か
ら
変

わ
り
ま
す
。
新
し
い
○障
 

受
給
者
証
が

交
付
さ
れ
る
方
は
、
身
体
障
害
者
手

帳
１
・
２
級
（
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼

吸
器
・
ぼ
う
こ
う
・
直
腸
・
小
腸
・

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免

疫
の
機
能
の
内
部
障
害
者
は
３
級
も

含
む
）、
ま
た
は
愛
の
手
帳
１
・
２
度

で
、
前
年
（
平
成　

年
中
）
の
所
得

１５

が
別
表
の
基
準
額
以
下
の
方
で
す
。

　

た
だ
し
、
健
康
保
険
未
加
入
者
、

生
活
保
護
受
給
者
、　

歳
以
上
で
初

６５

め
て
身
体
障
害
者
手
帳
や
愛
の
手
帳

を
取
得
し
た
方
等
は
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

　

現
在
○障
 

受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方

は
、
新
し
い
受
給
者
証
を
８
月
下
旬

に
送
付
し
ま
す
の
で
手
続
き
は
不
要

で
す
。

　

な
お
、
お
持
ち
の
○障
 

受
給
者
証
は
、

８
月　

日
で
使
用
で
き
な
く
な
り
ま

３１

す
の
で
、
期
限
の
切
れ
た
受
給
者
証

は
、
保
険
年
金
課
医
療
助
成
係
に
返

却
く
だ
さ
い
（
郵
送
可
）。

　

９
月
１
日
以
降
に
診
療
を
受
け
る

と
き
は
、
必
ず
新
し
い
○障
 

受
給
者
証

と
健
康
保
険
証
を
一
緒
に
医
療
機
関

の
窓
口
へ
提
出
く
だ
さ
い
。

　

○障
 

受
給
者
証
を
お
持
ち
で
な
い
方

で
、
こ
の
制
度
に
該
当
す
る
と
思
わ

れ
る
方
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

「
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計

画
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

広報こまえ　平成１６年（２００４年）８月１５日　�

国
勢
調
査
調
査
区
の
確
認

狛
江
市
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
の
市
民
委
員
募
集

地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

の
募
集

�
狛
江
市
都
市
計
画
審
議
会

�
狛
江
市
選
挙
管
理
委
員
会

 ■市民葬儀取扱店
電話番号住　所業　者　名
（３４３０）１７００東和泉１－１０－３�沖田ダイイチ
（３４８９）５１０６岩戸北４－１７－１３多摩式典�狛江店
（５４９７）３９００岩戸北３－１－１０有山葬儀社
（３４８８）０６６７東和泉１－１２－６まこと式典狛江支店
（３４８８）３４３５
休日・夜間
０４２（３６６）７０００

東和泉１－２－１９マインズ農業協
同組合狛江支店

（５４３８）７６８０中和泉１－２－１８�山中葬祭
※いずれも２４時間受け付けています。

 ■狛江市民葬儀料金表（平成１６年４月から）
ＢＡ区　分

２１７,３５０円
金襴５段

祭壇 彫刻３段
１７３,２５０円金襴４段

２４,２５５円２０�まで
霊柩車

３０,１３５円３０�まで
４３,４００円大人

火葬料
２３,８００円小人

１１,４４５円（７寸）
大人

容器代 １０,２９０円（６寸）
５,０４０円小人

※火葬は非課税ですが、その他は税込料金です。
※料金表の「小人」とは、満６歳未満です。
※祭壇は、祭壇用品、棺および納棺用品、受付用具、焼
香用具、役所手続きを含み、使用日数は２日以内です。

 ■付帯料金表
金　額品　名

２１,０００円～２６,２５０円写真代
８,４００円～１０,５００円会葬礼状（１００枚）
８,４００円～１０,５００円ドライアイス
２６,２５０円～３１,５００円花額
１０,５００円から供物
１５,７５０円から生花
３１,５００円～５２,５００円祭壇花
１０,５００円～１５,７５０円花輪

※金額は税込料金です。
※上記料金のほか、後飾り壇、はらい串、ハンカチ、清塩等は別料金となりますので、葬儀取扱業者と
十分打ち合わせをしてください。

 ■所得制限基準額表（所得とは収入から必要経費を引いたものです）
※所得から控除できるもの
 １． 雑損
 ２． 医療費
 ３． 社会保険料
 ４． 小規模企業共済等掛金
 ５． 障害者（扶養）
 ６． 老年者
 ７． 配偶者特別
 ８． 寡婦（夫）・特別寡婦
 ９． 勤労学生
 １０． その他

所得制限基準額扶養者の数

３,６０４,０００円０人

３,９８４,０００円１人

４,３６４,０００円２人

４,７４４,０００円３人

５,１２４,０００円４人
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�

�

�

�

�

�

	




�

�




金　額品　名
２６,２５０円から十字架
実費寝台車代
３,１５０円から案内看板
１５,７５０円から大看板
２１,０００円からハイヤー

３９,９００円～４２,０００円マイクロバス
（２０�まで）

６３,０００円からテント一式
（２間×１.５間）

第
４
次
基
本
計
画
（
平
成　
１７

〜　

年
度
）
中
間
報
告
が
提

２１
出
さ
れ
ま
し
た
〜
市
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
〜

�

�

�

�

�

�

�

�

	




�

�






〔
日
時
〕
９
月
６
日
�
受
付
時
間
は

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年
２
月
生
ま
れ
の
幼
児〔
持
ち
物
〕

１５母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
保
険
証
・

現
在
使
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
の
歯
ブ

ラ
シ
※
対
象
者
に
は
個
別
に
問
診
票

が
送
付
さ
れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
日
時
〕
９
月
９
日
�
受
付
時
間
は

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年
８
月
生
ま
れ
の
幼
児〔
持
ち
物
〕

１３母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
目
と
耳

の
ア
ン
ケ
ー
ト
・
尿
・
保
険
証
※
対

象
者
に
は
個
別
に
問
診
票
が
送
付
さ

れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
接
種
日
〕
９
月　
１４

日
�〔
判
定
お
よ
び
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
日
〕

　

日
�
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン

１６

タ
ー
〔
受
付
時
間
〕
午
後
１
時　

分
５０

〜
２
時　

分
※
受
付
開
始
１
時
間
前

５０

か
ら
健
康
課
で
整
理
券
を
配
布
〔
対

象
〕
生
後
３
〜　

カ
月
未
満
の
乳
幼

４８

児
〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康
手
帳
・
予

診
票

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

　

別
表
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
実

施
医
療
機
関
に
直
接
予
約
・
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
乳
が
ん
検
診

は
、
視
診
・
触
診
後
、
指
定
日
に
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
を
行
う
セ
ッ
ト
検
診

と
な
り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
受
付
時
間
は

１４

午
後
１
時　

分
〜
２
時　

分〔
会
場
〕

５０

５０

あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
学

生
・
生
徒
を
除
く　

歳
以
上
の
特
に

１５

検
診
を
受
け
る
機
会
の
な
い
方

※
申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

　

５
〜
６
カ
月
の
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る

お
母
さ
ん
・
お
父
さ
ん
が
対
象
で
す
。

健
康
診
査

健
康
診
査�

健
康
診
査

健
康
診
査�

予
防
接
種

予
防
接
種�

予
防
接
種

予
防
接
種�

■
３
歳
児
健
康
診
査

■
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

■
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

〔
日
時
〕
９
月
２
日
�
受
付
時
間
は

午
後
１
時
〜
１
時　

分
（
３
時　

分

２０

３０

終
了
予
定
）〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ

ン
タ
ー
〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康
手
帳
・

筆
記
用
具
・
バ
ス
タ
オ
ル
・
赤
ち
ゃ

ん
の
飲
み
物
な
ど

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

　

現
在
第

１
子
妊
娠

中
の
お
母

さ
ん
・
お

父
さ
ん
の

た
め
の
講

座
で
す
。

〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

〔
日
時
〕
９
月
７
日
・　

日
・　

月

２８

１０

　

日
（
各
火
曜
日
、
３
回
コ
ー
ス
）

１９午
前　

時
〜
正
午
〔
会
場
〕
あ
い
と

１０

ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
１
歳
ま
で

の
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん〔
持
ち
物
〕

バ
ス
タ
オ
ル
〔
定
員
〕　

組
２０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
８
月

　

日
�
か
ら
健
康
課
�（
３
４
８
８
）

１６１
１
８
１
へ
。

〔
日
時
・
会
場
〕
▽
８
月　

日
�
午

２０

前
９
時　

分
〜　

時　

分
、
あ
い
と

３０

１１

３０

ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
▽　

日
�
午
後
２
時

３０

〜
４
時
、
南
部
地
域
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
相
談
内
容
〕
医
療
相
談
、
診
療
所

等
に
関
す
る
相
談
〔
相
談
方
法
〕
専

用
電
話
�
０
４
２
（
３
６
２
）
４
６

９
１
で
受
け
付
け
〔
相
談
時
間
〕
午

前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
５
時

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

を
除
く
）

※
な
お
、病
院
に
関
す
る
相
談
は「
東

京
都
患
者
の
声
相
談
窓
口
」
専
用
電

話
�
（
５
３
２
０
）
４
４
３
５
で
受

け
付
け

〔
問
い
合
わ
せ
〕
多
摩
府
中
保
健
所

�
０
４
２
（
３
６
２
）
２
３
３
４

■
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診

検
　
診

検
　
診�

検
　
診

検
　
診�

�　広報こまえ　平成１６年（２００４年）８月１５日

洗　

濯

　

戦
後
十
年
ぐ
ら
い
ま
で
は
、
井
戸

端
や
川
な
ど
で
洗
濯
を
す
る
の
が
普

通
で
し
た
。
井
戸
水
を
汲
み
上
げ
る

の
は
、
つ
る
べ
・
は
ね
つ
る
べ
か
ら

手
押
し
ポ
ン
プ
、
そ
し
て
モ
ー
タ
ー

へ
と
変
わ
っ
た
も
の
の
、
川
に
近
い

と
こ
ろ
で
は
、
そ
の
流
れ
で
洗
う
の

が
、
ご
く
普
通
の
こ
と
で
し
た
。

　

市
域
に
は
、
ハ
ケ
の
湧
水
を
集
め

て
流
れ
る
和
泉
の
千
町
耕
地
沿
い
の

根
川
や
、
泉
龍
寺
の
弁
財
天
池
か
ら

流
れ
出
す
清
水
の
川
な
ど
を
は
じ
め
、

小
川
や
幾
筋
も
の
用
水
堀
の
流
れ
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
流
れ
の
あ
ち
こ

ち
に
、
カ
ワ
ド
（
川
処
・
川
戸
）
と

か
川
端
な
ど
と
も
よ
ば
れ
る
洗
い
場

が
あ
っ
て
、
野
菜
を
洗
っ
た
り
、
時

に
は
米
を
と
い
だ
り
、
洗
濯
を
し
た

り
し
て
い
ま
し
た
。
洗
い
場
に
は
、

庭
先
か
ら
降
り
て
ゆ
く
個
人
の
も
の

と
、
近
隣
の
人
た
ち
共
用
の
も
の
と

が
あ
り
ま
し
た
。
共
同
の
洗
い
場
の

中
に
は
、
岩
戸
の
明
静
院
下
に
あ
っ

た
洗
い
場
の
よ
う
に
、
カ
マ
と
よ
ば

れ
る
湧
き
水
の
と
こ
ろ
に
設
け
ら
れ

た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
庭
先
に
カ
マ

が
あ
っ
て
、
洗
濯
な
ど
も
そ
の
湧
き

出
し
の
流
れ
を
利
用
し
て
い
た
家
も

あ
り
ま
し
た
。

　

大
き
な 
背
負
籠 
に
、
手
桶
と
か
バ

し
ょ
い
か
ご

ケ
ツ
、
メ
カ
イ（
目
籠
）な
ど
を
入
れ
、

そ
の
中
に
洗
濯
物
を
入
れ
て
、「
川
に

行
っ
て
く
る
ね
」
な
ど
と
言
っ
て
、

近
く
の
洗
い
場
に
行
っ
た
そ
う
で
す
。

井
戸
端
で
洗
っ
た
も
の
を
す
す
ぐ
人
、

洗
い
か
ら
す
す
ぎ
ま
で
す
る
人
も
い

ま
す
。
洗
い
場
の
平
た
い
石
の
上
で

叩
い
た
り
、
こ
す
っ
た
り
し
て
、
汚

れ
を
落
と
す
こ
と
も
し
ま
し
た
。

　
「
洗
濯
は
仕
事
の
う
ち
じ
ゃ
な
い
」

「
洗
濯
は
余
分
の
仕
事
」
な
ど
と
い

わ
れ
、
農
家
の 
女
衆 
は
農
作
業
に
忙

お
ん
な
し

し
く
て
、
洗
濯
を
す
る
の
は
夜
か
昼

休
み
で
し
た
。
ろ
う
そ
く
や
ラ
ン
プ

の
明
か
り
で
、
そ
し
て
月
夜
に
も
井

戸
端
で
洗
っ
た
り
し
ま
す
。
夏
に
は

庭
で
行
水
を
し
た
の
で
、
残
り
湯
を

使
っ
て
洗
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

働
き
ざ
か
り
の
男
手
が
な
か
っ
た

戦
争
中
に
は
、
農
業
な
ど
、
生
業
は

嫁
や
残
さ
れ
た
家
族
の
肩
に
重
く
か

か
っ
て
い
ま
し
た
。
十
時
や
三
時
の

お
茶
に
は
、
留
守
番
役
の
年
寄
り
や

子
ど
も
が
、
赤
ん
坊
の
子
守
り
を
し

な
が
ら
田
ん
ぼ
や
畑
に
お
茶
道
具
を

運
ん
で
く
る
と
、
嫁
は
乳
を
飲
ま
せ

た
り
、
取
り
か
え
た
お
し
め
を
洗
っ

た
り
も
し
た
そ
う
で
す
。
田
ん
ぼ
の

 
縁 
の
水
の
流
れ
で
洗
っ
て
、
背
負
籠

ふ
ちに

掛
け
た
り
、 
畦 
道
に
ひ
ろ
げ
た
り

あ
ぜ

し
て
乾
か
し
ま
し
た
。
手
拭
い
な
ど

汗
に
ま
み
れ
た
小
物
も
洗
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
こ
う
し
た
光
景
は
、
あ
ち

こ
ち
に
見
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。

　

洗
濯
板
が
日
本
で
使
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
固
型
石
け
ん
が
一

般
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
明
治

半
ば
以
降
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
狛

江
で
は
、
明
治
の
末
か
ら
大
正
の
初

め
ご
ろ
に
、
家
に
よ
っ
て
は
使
わ
れ

は
じ
め
た
よ
う
で
す
。
今
年
七
月
に

白
寿
を
祝
っ
た
明
治
三
十
八
年
生
ま

れ
の
方
か
ら
は
、「
洗
濯
板
を
使
う
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
学
校
へ
行
く
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
だ
ね
」
と
聞
き
ま

し
た
。
洗
濯
板
は
重
宝
な
の
で
、
使

い
初
め
た
時
に
は
、
ず
い
ぶ
ん
ぜ
い

た
く
な
も
の
だ
と
思
っ
た
と
い
う
人

も
あ
り
ま
す
。

　
　

中　

島　

惠　

子

（
狛
江
市
文
化
財
専
門
委
員
）

－その１２７－

教
　
室

教
　
室�

教
　
室

教
　
室�

 ■実施医療機関

乳がん子宮がん電話番号所　在　地医 療 機 関 名

○○（３４８９）１０５６和泉本町１－２－１３神 保 医 院

○（３４８９）３８３０和泉本町３－３－１８岩 瀬 外 科 内 科

○○（３４８０）４１２２中和泉５－１０－１８松 岡 医 院

○○（３４８８）１１０３東和泉１－１９－５保坂産婦人科クリニック

○○（５４９７）１２３８東和泉３－３－９和泉多摩川クリニック

○（３４８０）８９０９猪方３－２５－３５向 山 外 科

 ■乳がん・子宮がん検診

申込方法実施期間検診内容費用対象

直接実施医
療機関へ

９月１日�～

２９日�

視診・触診と
マンモグラフィ
（乳房Ｘ線検査）

２，０００円４０～
４９歳

乳がん
１，０００円５０歳

以上
９月１日�～

３０日�
細胞診無料２０歳

以上
子宮頚がん

子宮体がん

※乳がん・子宮がんの受診間隔は２年に１度です（今年度受診した方は、来年度
は受診できません）。
※マンモグラフィは視診・触診後、指定日に検診車で実施します。
※子宮体がんは受診者が同意する場合子宮頚がん検診に併せて受診できます。

■
結
核
検
診
（
レ
ン
ト
ゲ
ン
直
接
撮

影
）

■
育
児
学
級

■
マ
マ
・
パ
パ
学
級

■
ぽ
っ
か
ぽ
か
広
場

健
康
相
談

健
康
相
談�

健
康
相
談

健
康
相
談�

■
フ
ロ
ア
ー
・
出
張
健
康
相
談
〜
育

児
相
談
も
お
気
軽
に
〜

■「
患
者
の
声
相
談
窓
口
」
を
設
置

�
�
�
�

�

�
��

�

�

���
�
�
�
�
�

〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
診
療
日
〕　

日
・　

日
・　

日

１５

２２

２９

〔
受
付
時
間
〕午
前
９
時
〜　

時
１１

　

分
・
午
後
１
時
〜
４
時　

分

３０

３０

○
休
日
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
２
１

○
休
日
歯
科
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
７
１

○
休
日
診
療
薬
局

　
　

�
（
３
４
８
８
）
１
５
１
９

○
狛
江
消
防
署

　
　

�
（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

○
ひ
ま
わ
り

　
　

�
（
５
２
７
２
）
０
３
０
３
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福祉総合相談窓口
� （３４３０） １１１１
内線２２２２

在宅介護支援センター
（左ページ参照）

ひとり暮らし等で閉じこもりがちな高齢者（介護保険サービスを利用で
きる方は対象外）に生きがい・趣味活動・自立支援・日常動作訓練を行
います。

６０歳以上生きがい対応型デイサービス

福祉総合相談窓口
� （３４３０） １１１１
内線２２２２

ひとり暮らしまたは高齢者だけの世帯で、所得税もしくは市民税が非課
税で安否確認の必要がある方に電話機を貸与し、通話料の一部を負担し
ます ｡ 

６５歳以上

老人福祉電話

福祉総合相談窓口
� （３４３０） １１１１
内線２２２２

在宅介護支援センター
（左ページ参照）

ひとり暮らしまたは高齢者だけの世帯で、心臓疾患等の慢性疾患により
日常生活を営むうえで常時注意を必要とする方に対し､緊急時に東京消
防庁へ通報する機器一式を貸与します。

緊急通報システム

ひとり暮らしや高齢者だけの世帯と日中家族が不在がちになる方に、親
族や知人等への緊急通報装置一式を貸与します。あんしんＳ（緊急通報装置）

ひとり暮らしや高齢者だけの世帯と日中家族が不在がちになる方に、ヘ
ルパーを派遣します（外出時援助､庭木の処理､健康等の相談や指導） 。生活支援ヘルパー

高齢福祉課
� （３４３０） １１１１
内線２２２１

ひとり暮らしや高齢者だけの世帯と日中家族が不在がちになる方に、会
食会を通じ外出等の機会を提供します（登録制） 。高齢者会食会

��������������������

福祉総合相談窓口
� （３４３０） １１１１
内線２２２２

３カ月以上のねたきり状態で､なお継続し、常時おむつを使用している
方が対象です（貸与は月１８０枚まで・助成は月当たり５,０００円まで） 。

６５歳以上

おむつ貸与およびおむつ代助成

要介護４または５、かつ市民税が非課税で介護用品（排泄関係 ） を必要と
する高齢者もしくは介護家族の方が対象です（月当たり８,３００円まで） 。家族介護用品支給

健康課
� （３４８８） １１８１

ねたきりの高齢者で、通院による診療を受けることが困難な方に対し、
予診当番医の訪問調査を行って、診療担当医を決定後、診療します。在宅ねたきり高齢者訪問歯科診療

福祉総合相談窓口
� （３４３０） １１１１
内線２２２２

在宅介護支援センター
（左ページ参照）

介護保険非該当（原則）の方で、ねたきりおよび虚弱の高齢者に対し、
日常生活用具を給付します。高齢者自立支援日常生活用具給付

ねたきりおよびひとり暮らしの方へ住宅用防災機器（火災警報機、自動
消火装置等） 、東京消防庁への専用通報機を給付・貸与します。高齢者火災安全システム
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広報こまえ　平成１６年（２００４年）８月１５日　�

こまえ正吉苑あいとぴあセンター

こまえ苑
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福祉総合相談窓口
� （３４３０） １１１１
内線２２２２
社会福祉協議会
� （３４８８） ０２９４

利用するには申請が必要です。
〔実施場所〕あいとぴあセンター地下１階
〔利用時間〕午前９時から午後５時まで

６０歳以上

老人福祉センター

シルバー人材センター
� （３４８８） ６７３５

健康かつ就業意欲のある方で、臨時的等の就業希望者に仕事を提供し、
就業機会の増大を図ります ｡就業実績に応じ一定の報酬があります。シルバー人材センターでの就業

地域の老人クラブ
高齢福祉課
� （３４３０） １１１１
内線２２２１

会員の教養の向上、地域社会との交流を目的とし、自主的に組織活動
をしています。それぞれのクラブ等に問い合わせください。老人クラブ

社会福祉協議会
� （３４８８） ０２９４

日常生活を営むのに援助を必要とする方で、社会福祉協議会の会員と
して登録した方に家事援助や介助サービス（入浴は除く）を行います。

６５歳以上

笑顔サービス

福祉総合相談窓口
� （３４３０） １１１１
内線２２２２

介護保険給付対象外の高齢者で、自宅で入浴できない方へ入浴サービ
スを実施します。高齢者通所入浴サービス

自宅に入浴施設のない方（都から入浴券の交付を受けている方は除き
ます）に公衆浴場共通入浴券を月８枚を限度とし交付します。入浴券の交付

福祉総合相談窓口
� （３４３０） １１１１
内線２２２２

在宅介護支援センター
（上記参照）

介護保険給付対象外の社会適応が困難な高齢者の方に、特別養護老人
ホームの空きベッドを利用し、短期間の宿泊保護をします。生活管理指導緊急ショートステイ

生活保護受給者、 ねたきりの状態が３カ月以上継続し、なお継続すると
認められる方に理容 ･美容券を年６枚交付します ｡理容・美容サービス

身体状況や痴呆のため単独で衛生管理ができない高齢者で、居住環境
等によりこのサービスの必要な方に実施します（乾燥消毒は年１１回、丸
洗いは年１回） 。

寝具洗濯乾燥消毒サービス

痴呆により日常的に徘徊し、探索サービスの必要な方が対象で、端末
機の携帯により２４時間体制での位置情報を提供します。痴呆性徘徊高齢者探索サービス

身体・精神的機能の低下により、食事を作ることが困難で生活に支障
のある方に対し、定期的に食事の配達をします。月曜日から土曜日ま
での週６回を限度として、夕食（１食４００円） です。

高齢者配食サービス

小田急バス狛江営業所
� （３４８０） １３１１

申し込みにより「東京都シルバーパス」が発行されます。７０歳以上シルバーパス

高齢福祉課
� （３４３０） １１１１
内線２２２１

毎年９月に高齢者福祉大会を実施し、式典・演芸等を開催します（招
待状を出します） 。

７５歳以上

高齢者福祉大会

市内に在住する高齢者に支給します。
〔７５～９０歳〕７,０００円 （年） 
〔９１歳以上〕１６,０００円 （年）

敬老金
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�　広報こまえ　平成１６年（２００４年）８月１５日
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西野川２－２７－２３�����

和泉本町・東野川・
西野川

������

月～土曜日�����

午前８時３０分～
　　午後５時３０分

������

 � （５４３８） ２５２２������
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岩戸南４－１７－１７�����

岩戸南・岩戸北・猪
方・駒井町

������

月～土曜日�����

午前９時～午後６時������

 � （３４８９） ２４１７������

������������	
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����������	
��
�

元和泉２－３５－１�����

中和泉・西和泉・
元和泉・東和泉

������

月～土曜日（第３土曜
日は除く）

�����

午前９時～午後６時������

 � （５４３８） ７３３３������
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高齢福祉課
� （３４３０） １１１１
内線２２３４

在宅介護支援センター
（５面参照）

ホームヘルパーが自宅を訪問し、入浴、排泄等の身体介護や炊事・洗濯・掃除等の生活援助
をします。訪問介護

看護師等が自宅を訪問し、主治医の指示に基づき病状の観察・床ずれの処置等療養上の世話
と診察補助を行います。訪問看護

理学療法士や作業療法士が自宅を訪問し、主治医の指示に従ってリハビリ訓練を行います。訪問リハビリテーション

浴槽を積んだ入浴車等が自宅を訪問し、入浴サービスを行います。訪問入浴介護

医師、歯科医師、薬剤師、管理栄養士等が自宅を訪問し、療養上の指導、食事指導等を行い
ます。居宅療養管理指導

自宅から送迎バス等でデイサービスセンター等に通い、日常動作訓練、入浴、食事等のサー
ビスを日帰りで利用します。

通所介護
（デイサービス）

自宅から送迎バス等で老人保健施設、病院、診療所に通い、心身の機能維持・回復に必要な
リハビリ訓練を受けます。通所リハビリテーション

介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）に短期間入所し、入浴、排泄、食事等の日常生活
上の世話や機能訓練等のサービスを受けます。短期入所生活介護

介護老人保健施設や介護療養型医療施設等に短期間入所し、機能訓練を重視したサービスを
受けます。短期入所療養介護

車いす、特殊寝台、床ずれ予防用具、体位変換器、手すり、スロープ、歩行器、歩行補助つ
え、痴呆性老人徘徊感知機器、移動用リフトの貸し出しサービスを受けます。福祉用具貸与

貸与にはなじまない福祉用具（腰掛便座、特殊尿器、入浴補助用具、簡易浴槽、移動用リフ
トのつり具）を購入した際、一度全額を支払った後に費用の９割の払い戻しを受けます。同
一年度で１０万円が限度で、過去に購入した用具の再購入はできません。

福祉用具購入費の支給

居宅介護支援専門員（ケアマネージャー）の住宅改修理由書に基づき、住宅改修を行った際、
２０万円を限度に９割の払い戻しを受けます。一度全額を支払った後に費用の９割の払い戻し
を受ける方法と、費用の１割のみを住宅改修施工業者に支払う方法があります。
対象は、手すりの取り付け、床段差の解消、すべり防止等の床材の変更、引き戸等への扉の
取り替え、洋便器等への便器の取り替えです。

住宅改修費の支給

少人数で介護職員とともに共同生活を送り、入浴、排泄、食事、機能訓練等のサービスを受
けます。対象者は要介護認定者で日常生活がおおむね自立しており、軽度の痴呆がある方で
す。

痴呆対応型共同生活介護

施設の職員から入浴、排泄、食事、機能訓練等のサービスを受けます。特定施設入所者生活介護
（有料老人ホーム）
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高齢福祉課
� （３４３０） １１１１
内線２２３４

在宅介護支援センター
（５面参照）

常に介護が必要で自宅での介護が困難な方が入所します。施設では入浴、排泄、食事、機能
訓練等のサービスを受けられます。

介護老人福祉施設
（特別養護老人ホーム）

病気、ケガ等の治療の後、リハビリテーション等を必要とする方が入所します。医学的な管
理のもとで介護、看護、リハビリテーション等を受けられます。

介護老人保健施設
（老人保健施設）

長期間、療養または医学的管理が必要な方が入所します。医学的な管理のもとで介護、看護、
リハビリテーション等を受けられます。介護療養型医療施設
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〔
日
時
〕
８
月　

日
�
午
後
６
時
か

２８

ら
〔
出
演
〕
箕
浦
康
子
さ
ん
（
劇
団

民
藝
）・
朗
読
と
民
話
の
会
会
員

〔
問
い
合
わ
せ
〕
上
和
泉
地
域
セ
ン

タ
ー
�
（
３
４
８
９
）
９
１
０
１

〔
日
時
〕
８
月　

日
�
午
後
６
時　

２７

３０

分
〜
８
時　

分
〔
会
場
〕
市
役
所
前

３０

市
民
ひ
ろ
ば（
雨
天
は
中
央
公
民
館
）

〔
会
費
〕
２
�
０
０
０
円

〔
問
い
合
わ
せ
〕
体
育
協
会
�
（
３

４
８
０
）
６
２
１
１
（　

日
�
を
除

１９

く
平
日
午
前　

時
〜
午
後
４
時
）

１０

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
は
、
子
育
て
の
お
手
伝
い
を
お

願
い
し
た
い
方
と
子
育
て
の
お
手
伝

い
が
で
き
る
方
が
会
員
に
な
り
、
相

互
に
助
け
合
う
有
償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
で
す
。
利
用
会
員
（
援
助
を

受
け
た
方
）
は
サ
ポ
ー
ト
会
員
（
援

助
を
し
て
く
れ
た
方
）
に
お
子
さ
ん

１
人
当
た
り
１
時
間
に
つ
き
７
０
０

円
（
曜
日
、
時
間
等
に
よ
っ
て
は
８

０
０
円
）
の
謝
礼
金
を
支
払
い
ま
す
。

　

会
員
登
録
に
は
、
説
明
会
へ
の
出

席
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
サ
ポ
ー
ト
会
員
を
希
望
す

る
方
は
、
説
明
会
の
ほ
か
に
講
習
会

（
２
日
間
）
の
受
講
が
必
要
で
す
。

〔
日
時
〕
９
月
３
日
�
午
後
７
時
〜

８
時　

分
〔
会
場
〕
岩
戸
児
童
セ
ン

３０

タ
ー
※
２
歳
以
上
託
児
あ
り
（
３
日

前
ま
で
に
予
約
）。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江
市
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
�

（
３
４
８
０
）
１
５
８
７

　

お
知
り
合
い
の
外
国
人
で
困
っ
て

い
る
方
が
い
ま
し
た
ら
、
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

〔
日
時
〕
８
月　

日
�
午
後
６
時
〜

２５

８
時
〔
会
場
〕
５
０
１
・
５
０
２
・

５
０
３
会
議
室
※
相
談
は
、中
国
語
・

ハ
ン
グ
ル
・
英
語
・
日
本
語
で
応
対

し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
協
働
課

〔
日
時
〕
９
月
５

日
�
午
前
９
時
か

ら
〔
持
ち
物
〕
ぞ

う
き
ん

〔
問
い
合
わ
せ
〕
上
和
泉
地
域
セ
ン

タ
ー
�
（
３
４
８
９
）
９
１
０
１

〔
日
時
〕９
月
７
日
�
正
午
か
ら〔
会

場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
会
費
〕

５
０
０
円
〔
対
象
〕　

歳
以
上
（
先

７０

着　

人
）

５０
〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
藤
田

■
狛
江
市
体
育
協
会
納
涼
パ
ー

テ
ィ
ー

■
ち
ょ
っ
と
怖
く
て
楽
し
い
お
話
と

詩
の
朗
読
の
夕
べ

�
（
３
４
８
０
）
２
６
４
０
へ
。

▽
就
職
活
動
セ
ミ
ナ
ー　
〔
日
時
〕９

月　

日
�
午
後
２
時
〜
４
時　

分

１５

３０

〔
講
師
〕
上
月
永
文
さ
ん
（
�
中
高

年
齢
者
雇
用
福
祉
協
会
講
師
）〔
定

員
〕
先
着　

人
〔
会
場
〕
エ
コ
ル
マ

２０

ホ
ー
ル
展
示
・
多
目
的
室
〔
内
容
〕

就
職
を
成
功
さ
せ
る
方
法

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
産
業

生
活
課
ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
府
中

�
０
４
２
（
３
３
６
）
８
６
０
９
へ
。

▽
第
４
回「
就
職
フ
ェ
ア
」　

企
業
の

担
当
者
と
直
接
面
談
が
で
き
ま
す
。

〔
日
時
〕
８
月　

日
�
〜　

日
�
午

２５

２７

後
１
時
〜
４
時
（
午
後
零
時　

分
か

３０

ら
受
け
付
け
）〔
会
場
〕
六
本
木
ジ
ョ

ブ
パ
ー
ク
〔
対
象
〕
平
成　

年
３
月

１７

大
学
院
・
大
学
・
短
大
・
高
専
等
卒

業
予
定
者
お
よ
び
お
お
む
ね　

歳
代

２０

ま
で
の
同
学
歴
の
既
卒
者

〔
問
い
合
わ
せ
〕
産
業
生
活
課
ま
た

は
学
生
職
業
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
�

（
３
５
８
９
）
８
６
０
９

▽
求
人
情
報
提
供
コ
ー
ナ
ー　

イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
就
職
情
報

を
毎
日
提
供
し
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
産
業
生
活
課

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
前　

時
〜

１０

１０

正
午
〔
定
員
〕　

人
〔
対
象
〕
成
人

２０

男
女
〔
講
師
〕
清
水
静
子
さ
ん
〔
持

ち
物
〕は
さ
み
・
針
と
糸
・
は
ぎ
れ（　
２０

�
四
方
の
も
の
を
２
種
類
）・
あ
れ
ば

使
用
済
み
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
数

枚
・
筆
記
用
具

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
野
川

地
域
セ
ン
タ
ー
�
（
３
４
８
０
）
２

２
１
１
へ
。

〔
日
時
〕　

月　

日
�
・　

日
�
午

１０

２０

２１

前
９
時　

分
〜
午
後
４
時　

分
〔
会

３０

１５

場
〕
都
民
ホ
ー
ル
〔
対
象
〕
都
内
で

屋
外
広
告
業
を
営
ん
で
い
る
方
ま
た

は
営
も
う
と
し
て
い
る
方〔
申
込
書
〕

管
理
課
で
配
布
〔
手
数
料
〕
４
�
９

０
０
円

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
８
月

　

日
�
〜
９
月
３
日
�
午
前
９
時　

３０

３０

分
〜
午
後
４
時　

分
に
東
京
都
都
市

３０

整
備
局
市
街
地
企
画
課
�
（
５
３
８

８
）
３
３
３
５
へ
。

〔
日
時
〕
９
月　

日
・　

月
２
日
・

２５

１０

９
日
・　

日
・　

日
（
各
土
曜
日
）

１６

２３

午
後
１
時
〜
４
時
〔
費
用
〕
３
�
０

０
０
円
程
度
（
受
講
料
・
材
料
費
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
往
復

は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

性
別
・
年
齢
を
記
入
の
う
え
、
９
月

　

日
�
（
必
着
）
ま
で
に
〒
１
８
２

１０―
０
０
２
１
調
布
市
調
布
ヶ
丘
１
―

１
―
２
都
立
調
布
養
護
学
校
・
赤
堀

�
０
４
２
４
（　

）
７
２
２
１
へ
。

８７

〔
日
時
〕
９
月
１
日
�
午
後
１
時
〜

３
時
〔
講
師
〕
佐
々
木
理
恵
さ
ん

（
キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
専
属
）〔
曲
目
〕

紅
花
摘
み
唄
（
山
形
県
民
謡
）、
ひ
え

つ
き
節（
宮
崎
県
民
謡
）〔
定
員
〕　

人
２０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
８
月

　

日
�
午
前
９
時
か
ら
上
和
泉
地
域

１５セ
ン
タ
ー
�
（
３
４
８
９
）
９
１
０

１
へ
。

催
　
し�

�

■
就
職
活
動
中
の
皆
さ
ん
へ

■
使
用
済
み
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
で

作
る
小
物
入
れ

■
都
立
調
布
養
護
学
校
公
開
講
座

「
障
害
児
（
者
）
が
楽
し
む
教
材
を

作
ろ
う
」

■
民
謡
教
室
〜
心
の
故
郷
を
唄
う
〜

■
外
国
人
の
た
め
の
生
活
相
談

�　広報こまえ　平成１６年（２００４年）８月１５日

ほう　けい しゅう こう　 ぼ

■
上
和
泉
地
域
セ
ン
タ
ー
防
災
訓
練

と
大
そ
う
じ

■
若
葉
会
会
食
会

■
屋
外
広
告
物
講
習
会

■
映
画
会
な
つ
や
す
み
ス
ペ
シ
ャ

ル　
〔
日
時
〕８
月　

日
�
午
後
２

２５

時
か
ら
〔
内
容
〕「
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ

ン
グ
・
ニ
モ
」〔
対
象
〕
幼
児
（
保

護
者
同
伴
）
か
ら

■
し
ゃ
ぼ
ん
玉
あ
わ
ー　

し
ゃ
ぼ

ん
玉
の
液
を
作
っ
て
、
み
ん
な
で

飛
ば
し
ま
す
〔
日
時
〕
８
月　

日
３１

�
午
後
４
時
〜
５
時
〔
対
象
〕
小

学
生

■
ド
ミ
ノ
週
間　
〔
日
時
〕８
月　
２３

日
�
〜　

日
�
午
後
３
時
〜
５
時

２６

〔
対
象
〕
小
学
生
※　

日
�
午
前

２７

　

時
〜
正
午
の
ド
ミ
ノ
大
会
を
目

１０指
し
て
練
習
を
し
ま
す
。

■
園
庭
開
放　
〔
日
時
〕９
月
２
日

�
午
前　

時
〜　

時（
雨
天
中
止
）

１０

１１

◎
和
泉
児
童
館

　
　

�
（
３
４
８
０
）
１
４
４
１

◎
狛
江
子
ど
も
の
家

　
　

�
（
３
４
８
８
）
１
２
３
１

◎
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　

�
（
３
４
８
９
）
５
４
１
４

���������������������������������������������������������������������������������������������������

セ
ミ
ナ
ー�

�

�

�

�

����������������������������������

����������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

すず

■
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
説
明
会 お

知
ら
せ�

　

市
内
に
は
大
小　

カ
所
の
公
園
、

７４

児
童
遊
園
が
あ
り
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
利

用
に
は
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
が
あ
り

ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
快
適
に
過
ご
せ
る
よ

う
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
ご
み

　

持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。
家
庭

で
出
た
ご
み
等
は
持
ち
込
ま
な
い

で
く
だ
さ
い
。

■
ペ
ッ
ト

　

犬
・
猫
を
放
し
た
り
せ
ず
、
ふ

ん
は
飼
い
主
が
責
任
を
持
っ
て
始

末
し
て
く
だ
さ
い
。
砂
場
は
子
ど

も
た
ち
が
よ
く
遊
ぶ
場
所
で
す
。

ペ
ッ
ト
を
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
ト
イ
レ

　

み
ん
な
が
使
う
ト
イ
レ
で
す
。

落
書
き
、
器
具
の
破
損
、
便
器
の

中
に
物
を
詰
め
る
等
の
い
た
ず
ら

は
や
め
、
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
公
園
な
ど
遊
び
場
の
中

に
は
、
民
家
に
隣
接
し
て
い
る
施

設
も
あ
り
ま
す
。
近
所
の
迷
惑
に

な
る
よ
う
な
ボ
ー
ル
遊
び
や
、
大

声
を
出
し
た
り
、
園
内
の
水
道
で

車
を
洗
っ
た
り
等
の
行
為
は
や
め

て
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
環
境
改
善
課

�

�

�

�

�

�

�

�

	

�




��
�

　弁財天池遺跡からは弥生時代
後期終末の方形周溝墓が見つ
かっています。幅１．６�、深さ
６０�ほどの溝により一辺１８�
ほどの四角形の区画を作り、そ
の中心部や周りに墓穴を掘った
もので、２基の墓穴が見つかりま
した。
　墓穴からは、鉄釧２点、槍先
形鉄器１点、銅釧６点などが出
土し、なかでも６点の銅釧は埋
葬された人物の腕に装着された
状態で発掘されました （写真）。
　銅釧は銅と錫の合金を高温で
溶かし、型に流し込んで成型し

たもので、６点
ともほぼ同じ
規格で作られ
ています。銅
釧は都内でも
出土事例が少
なく貴重な資
料です。
　弁財天池遺跡で見つかった方
形周溝墓は、その規模の大きさ、
副葬品の豊かさから考えて、多
摩川中流域でも中心的勢力を有
する集団が残した墓と考えられ
ます。おそらく多摩川や野川に
面した広大な低地で水田を営む
ことによって、大きな勢力を保
持する集団が形成されたものと
考えられます。
〔問い合わせ〕社会教育課

������������

人骨（腕部分）人骨（腕部分）�人骨（腕部分）�

銅釧銅釧�銅釧�

てつくしろ やりさき

どうくしろ



広報こまえ　平成１６年（２００４年）８月１５日　�

市
民
プ
ー
ル
〔
対
象
〕
小
学
校
５
年

生
以
上
〔
定
員
〕
午
前
・
午
後
先
着

各　

人
〔
参
加
費
〕
高
校
生
以
上
５

２０
０
０
円
、
中
学
生
ま
で
３
０
０
円

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
体
育

協
会
�
（
３
４
８
０
）
６
２
１
１

（
８
月　

日
�
を
除
く
平
日
午
前　

１９

１０

時
〜
午
後
４
時
）へ
。

■
西
河
原
セ
ミ
ナ
ー
「
ゆ
っ
た
り
子

育
て
ワ
ク
ワ
ク
自
分
育
て
」　
〔
日

時
〕
９
月　

日
〜　

月　

日
（
毎
回

１５

１１

２４

水
曜
日
・
全　

回
）
午
前　

時
〜
正

１０

１０

午
〔
対
象
〕
主
に
子
育
て
中
の
市
民

　

人
※
先
着　

人
程
度
保
育
あ
り

２４

１０

（
生
後
半
年
〜
就
学
前
）。お
や
つ
代

５
０
０
円

■
西
河
原
カ
レ
ッ
ジ
専
門
コ
ー
ス

「
自
分
を
生
か
す
た
め
に
」　
〔
日

時
〕
９
月　

日
〜　

月　

日
（
毎
回

１６

１１

２５

木
曜
日
・
全　

回
）
午
前　

時
〜
正

１０

１０

午
〔
講
師
〕
堀
恒
一
郎
さ
ん
（
国
学

院
大
学
名
誉
教
授
）
ほ
か
〔
対
象
〕

市
内
在
住
の
中
高
年
者
〔
定
員
〕　
２０

人

■
狛
プ
ー
（
青
年
教
室
）
自
然
体
験

キ
ャ
ン
プ
参
加
者
募
集　
〔
日
程
〕９

月
４
日
�
〜
６
日
�
〔
場
所
〕
奥
多

摩
水
根
沢
キ
ャ
ン
プ
場
〔
対
象
〕
市

内
在
住
・
在
勤
の
青

年
男
女
〔
参
加
費
〕

１
万
円〔
申
し
込
み
〕

８
月　

日
�
午
前
９

１６

時
か
ら

■
狛
プ
ー
（
青
年
教
室
）
水
墨
画
教

室
参
加
者
募
集　
〔
日
時
〕
９
月
２

日
・
９
日
・　

日
・　

日
（
毎
回
木

１６

３０

曜
日
・
全
４
回
）
午
後
７
時
〜
９
時

〔
対
象
〕
青
年
男
女
〔
申
し
込
み
〕

８
月　

日
�
午
前
９
時
か
ら

１６

■
な
ん
ぶ
お
は
な
し
会　
〔
日
時
〕８

月　

日
�
午
後
３
時　

分
か
ら
〔
対

２０

３０

象
〕
幼
児
〜
小
学
校
低
学
年
〔
絵
本
〕

ウ
ラ
パ
ン
・
オ
コ
サ
〔
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
〕
ろ
ば
の
シ
ル
ベ
ス
タ
ー
と
ま

ほ
う
の
こ
い
し〔
工
作
〕紙
皿
の
ユ
ー

ホ
ー

図
書
館�

�

■
古
民
家
園
行
事
参
加
者

◎
南
部
地
域
セ
ン
タ
ー

　
　
　

�
（
３
４
８
９
）
２
１
５
０

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
後
１
時　

２５

３０

分
〜
４
時
〔
会
場
〕
中
央
公
民
館

〔
内
容
〕ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン（
パ

ネ
ル
に
活
動
の
内
容
を
ま
と
め
た
ポ

ス
タ
ー
や
写
真
を
掲
示
、
各
団
体
３

分
で
活
動
内
容
の
発
表
）・
意
見
交
換

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
８
月

　

日
�
ま
で
に
市
民
協
働
課
へ
。

３１〔
募
集
期
間
〕８
月　

日
�
ま
で〔
対

３１

象
〕
通
訳
・
翻
訳
な
ど
に
協
力
い
た

だ
け
る
方
、
外
国
人
の
皆
さ
ん
の
生

活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
一
緒
に

考
え
て
い
た
だ
け
る
方
※
年
齢
・
国

籍
は
問
い
ま
せ
ん
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
協
働
課

〔
内
容
〕
野
川
の
自
然
環
境
を
日
々

の
暮
ら
し
の
中
に
生
か
し
、
自
然
と

親
し
め
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
市

民
協
働
に
よ
る
、

河
川
環
境
向
上

の
た
め
の
諸
活

動〔
対
象
〕個
人
・

団
体
・
町
内
会
・

学
校
・
事
業
所
・

自
治
会
等

▽
第
１
回
会
合　
〔
日
時
〕９
月
３
日

�
午
後
６
時
か
ら
〔
会
場
〕
５
０
１

会
議
室

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
８
月

　

日
�
〜　

日
�
に
環
境
改
善
課
へ
。

１６

３１

〔
職
種
〕
事
務
職
（
経
験
不
問
）〔
募

集
人
員
〕
１
人
〔
勤
務
日
時
〕
８
月

下
旬
か
ら
毎
月　

日
間
、
時
間
応
談

１４

〔
対
象
〕
普
通
自
動
車
運
転
免
許
所

有
で
パ
ソ
コ
ン
の
で
き
る
方
。　

歳
５０

位
ま
で
〔
申
し
込
み
〕
８
月　

日
�

２０

ま
で
に
履
歴
書
を
提
出
。
書
類
選
考

の
う
え
、
面
接
日
を
連
絡
し
ま
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
�
（
３

４
８
８
）
６
７
３
５
へ
。

　

８
月　

日
�
の
市
民
プ
ー
ル
は
、

２１

市
民
水
泳
大
会
の
た
め
午
後
１
時　
３０

分
か
ら
の
開
場
予
定
と
な
り
ま
す

（
予
備
日
は　

日
�
）。

２８

〔
問
い
合
わ
せ
〕
体
育
課
�
（
３
４

３
０
）
１
１
４
１

〔
日
程
〕９
月
５
日
�
〜　

日
�（
予

２６

備
日　

月
３
日
�
）〔
会
場
〕
市
民
グ

１０

ラ
ン
ド
・
市
内
小
中
学
校
校
庭
〔
内

容
〕
小
学
校
３
・
４
年
生
の
部
、
５
・

６
年
生
の
部
（
市
内
在
住
・
在
学
の

　

人
以
内
の
チ
ー
ム
）〔
参
加
費
〕
１

１８人
１
０
０
円
〔
抽
選
会
〕
８
月　

日
２７

�
午
後
６
時　

分
、
市
民
総
合
体
育

３０

館〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
８
月

　

日
�
〜　

日
�
体
育
課
�
（
３
４

１６

２０

３
０
）
１
１
４
１
へ
。

〔
日
時
〕
９
月
４
日
�
午
前　

時
〜

１０

正
午
・
午
後
１
時
〜
３
時
〔
会
場
〕

■
市
民
参
加
と
市
民
協
働
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
〜
狛
江
の
市
民
団
体
大
集
合

〜
参
加
団
体

■（
仮
称
）野
川
環
境
向
上
実
行
委
員

会
委
員

■
国
際
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

■
家
事
援
助
事
務

募
　
集�

�

ス
ポ
ー
ツ�

■
市
民
プ
ー
ル
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
狛
江
市
少
年
野
球
大
会

■
カ
ヌ
ー
教
室

公
民
館�

◎
西
河
原
公
民
館

　
　
　

�
（
３
４
８
０
）
３
２
０
１

◎
中
央
公
民
館

　
　
　

�
（
３
４
８
８
）
４
４
１
１

■ゆったり子育てワクワク自分育て～子どもと私の１０年後が見えますか～

講　師学 習 テ ー マ月 日回

佐味光子さん
（カウンセラー）

わたしの一歩を始めたい９月１５日１
各駅停車で育てよう
～乳幼児の心の健康～

９月２２日２

本橋成一さん
（写真家・映画監督）

本当の豊かさとは
対象：市内在住・在学・
在勤の方、４５人

９月２９日
〈公開講座〉３

佐味光子さん
（カウンセラー）

子どものサインが見え
ますか～思春期の理解
と親への支援～

１０月６日４

鹿島直之さん（東京慈恵医科大学
付属第三病院精神神経科担当医）

ストレスと上手に付き
合おう

１０月１３日５

佐味光子さん
（カウンセラー）

私らしさの表現１０月２０日６

自分を知る１０月２７日７
太田宏子さん（元エリザベスサ
ンダースホーム）

わたしの生き方１１月１０日８

佐味光子さん
（カウンセラー）

わたしカルテ�
～１０年後の子どもと私～

１１月１７日９

わたしカルテ�

～出発に向けて～
１１月２４日１０

■西河原カレッジ専門コース「自分を生かすために」
学習テーマ月 日回

講座の開設にあたって９月１６日１
成長続ける脳９月３０日２
身体と心の変化１０月７日３
話し合い１０月１４日４
社会活動の意義１０月２１日５
地域活動�１０月２８日６
地域活動�１１月４日７
話し合い１１月１１日８
地域と生活保険（介護保険）１１月１８日９
あらためて地域を見直す１１月２５日１０

��������� �������� ��������	
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稲
城
市
に
あ
る
多
摩
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
市
内
で
排
出
さ

れ
る
ご
み
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
ご
み
搬
入
量
を
減
ら

す
た
め
に
、
資
源
物
を
業
者
に
引
き
取
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
昨

年
度
の
可
燃
・
不
燃
・
粗
大
ご
み
の
量
は
１
万
９
�
５
７
１
ｔ
、
そ

の
う
ち
日
の
出
町
に
あ
る
二
ツ
塚
最
終
処
分
場
の
埋
立
量
は
９
３
４

ｔ
で
し
た
。
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
前
年
度
の
比
で
可
燃
ご
み
は

約
２
３
０
ｔ
、
不
燃
・
粗
大
ご
み
で
約　

ｔ
の
減
量
が
で
き
ま
し
た
。

２０

※
多
摩
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
願
い

　

ご
み
を
出
す
前
に
も
う
一
度
、
中
身
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
平

成　

年
か
ら　

年
に
か
け
て　

件
の
火
災
・
爆
発
事
故
が
あ
り
ま
し

１４

１５

１６

た
。
そ
の
主
原
因
は
、
ス
プ
レ
ー
缶
・
ラ
イ
タ
ー
お
よ
び
マ
ッ
チ
等

の
発
火
物
が
９
件
、
電
池
類
の
着
火
物
が
３
件
、
そ
の
他
が
４
件
で

す
。
発
火
物
を
含
め
電
池
類
は
分
別
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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たびだち
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大きなごみを小さく砕き、アルミ

などを取り出したりします

���

�����

���

�����

���

�����

������ ���

���������������

�����
����

����

�����
���

磁石で鉄を取り出します

もう一度資源として

　　使えるものを

　　　　　集めます
新しい　　

　資源の誕生

�����

�����

７
月　

日
発
行
「
狛
江
の
教
育
」

２２

の
訂
正

　

１
面
豊
か
な
人
間
関
係
を
は

ぐ
く
も
う
中「
多
様
な
体
験
を
し

よ
う
」「
健
康
で
安
全
に
過
ご
そ

う
」の
文
中
に
校
正
上
の
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、お
詫
び
し
ま

す
。

 〔
問
い
合
わ
せ
〕
学
校
教
育
課


